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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
振
興
部
は
、
こ
れ
ま

で
野
菜
・
果
樹
に
特
化
し
た
生
産
振
興
や
災

害
に
強
い
施
設
化
及
び
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
推
進
、
優
良
種
苗
の
安
定
供
給
、
営
農
指

導
員
の
支
援
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
の
準
拠
に
よ
る

安
全
安
心
な
農
産
物
の
生
産
体
制
、
技
術
情

報
誌
発
行
な
ど
生
産
現
場
を
軸
に
事
業
展
開

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
昨
年
の
試

験
調
査
・
実
証
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

新
た
な
農
業
振
興
事
業
へ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
参
り
ま
す
。

■
生
産
振
興

　

昨
年
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
、

ピ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
試
験
検

証
を
繰
り
返
し
、
栽
培
面
積
・
収
量
増
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、

本
年
度
は
ピ
ー
マ
ン
の
簡
易
ハ
ウ
ス
（
施
設

化
）
に
よ
る
生
産
振
興
を
行
い
ま
す
。
施
設

化
に
よ
る
収
量
向
上
実
証
や
低
コ
ス
ト
ハ
ウ

ス
の
実
証
、
昨
年
か
ら
の
品
種
試
験
の
結
果

に
よ
り
、
既
存
生
産
者
の
手
取
り
向
上
と
新

規
取
組
み
に
向
け
た
情
報
提
供
に
よ
り
、
生

産
出
荷
量
の
拡
大
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

■
災
害
等
に
強
い
施
設
化
の
推
進

　

生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
す
た
め
に
は
、

「
施
設
化
」
が
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
施
設
化
は
大
き
な
投
資
と
な
り
、

ま
た
災
害
に
負
け
な
い
強
度
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
昨
年
は
、
リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化
栽
培

施
設
で
県
下
４
ヵ
所
目
と
な
る
モ
デ
ル
圃
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
圃
は
強
度
強

化
を
目
的
と
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
支
柱
と

価
格
抑
制
の
た
め
の
鋼
管
支
柱
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
施
設
と
な
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

モ
デ
ル
圃
を
活
用
し
た
ト
レ
リ
ス
強
化
の
講

習
会
の
実
施
や
更
な
る
コ
ス
ト
抑
制
の
研
究

を
進
め
、
普
及
し
や
す
い
施
設
化
を
推
進
し

ま
す
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
・
分
析
と

　

普
及
に
向
け
た
提
案

　

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
最
先
端
技
術
の
開

発
・
商
品
紹
介
等
の
情
報
・
事
例
は
、
日
々

多
数
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
も
先
端
技
術

を
駆
使
し
た
新
し
い
農
業
ス
タ
イ
ル
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
産
現
場

へ
の
最
先
端
技
術
導
入
は
、
そ
の
場
所
の
栽

培
環
境
、
状
況
・
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
実
演
や
研
修

会
を
と
お
し
、
実
用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

と
り
わ
け
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
全
農
長

野
生
産
購
買
部
と
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

方
法
の
研
究
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生
産
現

場
の
情
報
管
理
の
高
度
化
、
活
用
の
効
率
化

を
狙
い
「
J
A
全
農
長
野
農
業
生
産
管
理
支

援
シ
ス
テ
ム
（
仮
称
）」
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

■
優
良
種
苗
の
安
定
生
産
推
進

　

所
管
す
る
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
優

良
種
苗
の
安
定
生
産
体
制
の
強
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ン
ゴ
苗
木
供
給

で
は
、Ｊ
Ａ
出
資
法
人
に
委
託
し
、フ
ェ
ザ
ー

苗
等
の
生
産
拡
大
を
図
っ
て
お
り
、
本
年
度

は
５
万
本
の
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
生
産
供
給
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

■
安
全
安
心
な
農
産
物
の
供
給
体
制
の
推
進

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
安
全
・
安
心

な
農
産
物
供
給
を
行
う
た
め
、
農
林
水
産
省

の
Ｇ
Ａ
Ｐ
共
通
基
礎
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
完
全

準
拠
し
た
、
新
「
長
野
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
」、

新
「
長
野
県
適
正
農
業
規
範
」
等
に
グ
ル
ー

プ
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
代

表
さ
れ
る
情
勢
変
化
の
中
で
、
第
三
者
認
証

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
産
地
に
求
め
る
流
れ
も
加
速
し
て

い
ま
す
。
生
産
振
興
部
は
、
第
三
者
認
証
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
取
得
を
目
指
す
産
地
の
支
援
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
生
産
振
興
部
で
は
こ
れ
か
ら

も
「
持
続
可
能
な
長
野
県
農
業
」
を
目
指
し
、

農
業
生
産
現
場
に
積
極
的
に
出
向
き
、
Ｊ
Ａ

と
共
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
で
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
配
達
燃
料
油
・
Ｊ

Ａ
で
ん
き
利
用
者
向
け
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
」
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

今
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
電
力
会
社
や
携

帯
電
話
会
社
で
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
地
球
環
境
保
全
へ
の
貢

献
や
有
益
な
情
報
の
提
供
に
よ
る
ご
利
用
者

様
の
満
足
度
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
で
は
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
・
配
達
燃
料
油
・
Ｊ
Ａ
で
ん
き
、
と
い
っ

た
ご
家
庭
に
お
け
る
全
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ご
利
用
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
注
：
配
達
燃
料
油
・
Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
ご
利

用
情
報
参
照
は
2
0
2
2
年
10
月
か
ら
を
予

定
）
ま
た
、
Ｊ
Ａ
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
や

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
を
発
信
し
、
ご
利

用
者
様
に
Ｊ
Ａ
を
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
の
架
け
橋
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設
に
あ
た

り
、
2
0
2
2
年
7
月
末
ま
で
に
ご
登
録
い

た
だ
い
た
ご
利
用
者
様
の
中
か
ら
抽
選
で

1
0
0
名
様
に
1
0
0
0
円
分
の
ク
オ
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
早
期
ご
登
録
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
の
応
募
で
特
産

品
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
が
当
た

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
他
に
も
ご
利
用
者
様
の
満
足

度
が
向
上
す
る
機
能
を
追
加
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
登
録
い
た
だ
き
、

ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
裏
表
紙
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
産
振
興
部
の
取
組
み

生
活
部
燃
料
・ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
取
組
み

〜
Ｊ
Ａ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ご
利
用
者
様
向
け「
Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
」の
開
設
〜

生産振興部燃料・ホーム
エネルギー課

① お手元の JA－LPガスの検針票をご用意ください。
② 上記チラシのQRコードをスマートフォンにて読み取り、ホームページの手順にならっ
てご登録ください。

【
登
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方
法
】
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２
．
生
産
安
定
に
向
け
た
施
設
化
の
推
進

⑴�

生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
し
た
野

菜
類
の
施
設
化
推
進

①�

適
正
な
強
度
を
備
え
た
ト
レ
リ
ス･

平

棚･

ハ
ウ
ス･

果
樹
多
目
的
ネ
ッ
ト
等

の
設
計
施
工
と
推
進

②�

生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
し
た
野

菜
類
の
施
設
化
推
進

③�

養
液
栽
培
な
ど
の
高
度
技
術
の
普
及

推
進

①
普
及
へ
の
検
討

②
推
進

③
推
進

①
モ
デ
ル
園
の
設
置

②
モ
デ
ル
園
の
設
計

③
研
修
会
開
催

①�

災
害
に
強
い
ト
レ
リ
ス
の
モ
デ
ル
園
を
設

置
し
た
（
４
ヶ
所
目
）。

②�

③
果
菜
の
施
設
栽
培
モ
デ
ル
を
設
計
。
次

年
度
に
実
証
圃
を
設
置
す
る
。

３
．
経
営
規
模
拡
大
に
向
け
た
最
先
端
農
業
機
械
の
導
入
推
進

⑴�

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
に
向
け
た
品
目

選
定
と
導
入
目
的
の
選
定

試
験
導
入
検
討

①�

ド
ロ
ー
ン
実
証
実

演
②
自
動
草
刈
機

①�

実
証
試
験
や
実
演
会
の
デ
ー
タ
を
基
に
、

活
用
方
法
の
更
な
る
研
究
と
実
用
の
検
討

を
行
う
。

②�

リ
ン
ゴ
園
で
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
利
用

し
た
自
動
草
刈
機
の
省
力
化
試
験
結
果
を

確
認
し
た
。

４
．
優
良
種
苗
の
安
定
生
産
推
進

⑴�

種
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
優
良
種
苗

の
安
定
生
産
体
制
の
強
化 

1
7
0
万
本

１
６
0
万
本

生
産
工
程
ご
と
の
品
質
管
理
強
化
と
品
質
向

上
に
向
け
た
技
術
研
究
を
行
う
。

５
．
品
目
別
研
修
会
の
計
画
的
開
催

⑴�

指
導
者
会
議
専
門
4
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

と
の
連
携

60
回

55
回

各
ブ
ロ
ッ
ク
・
部
門
ご
と
で
栽
培
技
術
・
知

識
の
習
得
と
連
携
の
強
化
を
は
か
る
。

　
全
農
長
野
県
本
部
は
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
子
会
社
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
進
展
を
加
速
化

さ
せ
、
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
農
協
改
革
・
Ｊ
Ａ
自

己
改
革
は
令
和
３
年
６
月
閣
議
決
定
の
規
制
改
革
実
施
計
画
に
よ
り
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル

の
構
築
と
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
結
論
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
つ
づ
き
「
不
断
の

自
己
改
革
」
と
し
て
中
期
事
業
計
画（
令
和
4
～
6
年
度
）
の
実
践
に
よ
り
Ｊ
Ａ
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

Ⅰ
．【
中
期
事
業
計
画（
令
和
元
～
３
年
度
）
に
お
け
る
基
本
目
標
】
令
和
４
年
３
月
末
総
括

そ
の
１
▼
積
極
的
な
生
産
振
興
に
基
づ
く
農
業
生
産
基
盤
の
維
持
強
化�

⑴�

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
産
地
品
目
別
振
興
と
生
産
安
定
技
術
の
推
進
に
向
け
た
実
証
圃
試
験
お
よ
び

結
果
分
析
・
共
有
、
規
格
簡
素
化
等
の
作
業
軽
減
に
よ
る
業
務
加
工
需
要
へ
の
対
応
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑵�

生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
し
た
施
設
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
の
経
営
規
模
拡
大
に
向
け
た
ス

マ
ー
ト
農
業
推
進
の
た
め
の
情
報
共
有
と
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し
た
。

そ
の
２
▼
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化�

⑴�

総
合
品
目
に
よ
る
安
定
供
給
体
制
の
推
進
と
卸
売
会
社
等
と
の
連
携
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
新
規
商
品

開
発
や
付
加
価
値
を
高
め
た
商
品
提
案
等
、
企
画
提
案
に
よ
る
販
売
拡
大
を
す
す
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ｅ
コ

マ
ー
ス
事
業
の
拡
大
に
向
け
た
本
会
の
独
自
性
の
高
い
販
売
実
施
お
よ
び
商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑵�

資
材
の
規
格
・
原
材
料
集
約
や
肥
料
・
農
薬
の
大
規
模
農
家
へ
の
直
行
配
送
方
式
の
拡
大
に
よ
る
配
送
効
率
化
、

低
価
格
モ
デ
ル
農
機
の
共
同
購
入
や
農
機
県
域
推
奨
型
式
の
拡
大
お
よ
び
中
古
農
機
流
通
促
進
に
よ
り
生
産

コ
ス
ト
の
抑
制
を
は
か
り
ま
し
た
。

そ
の
３
▼
経
済
事
業
拠
点
の
合
理
的
・
効
率
的
な
運
営
整
備�

⑴�

Ｊ
Ａ
米
穀
施
設
・
営
業
倉
庫
の
効
率
的
利
用
策
の
検
討
や
、
県
域
物
流
拠
点
の
補
完
機
能
強
化
お
よ
び
Ｊ
Ａ

資
材
店
舗
・
物
流
拠
点
の
再
編
整
備
の
提
案
を
す
す
め
ま
し
た
。

⑵�

輸
送
効
率
化
に
向
け
た
パ
レ
ッ
ト
輸
送
や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
輸
送
試
験
の
継
続
実
施
と
効
果
の
確
認
、
お
よ

び
輸
送
効
率
化
に
適
合
し
た
段
ボ
ー
ル
等
資
材
の
試
験
継
続
実
施
と
検
討
を
す
す
め
ま
し
た
。

自
己
改
革
工
程
の

進
捗
状
況
結
果
に
つ
い
て

【
生
産
販
売
部
】

実
行
具
体
策

３
年
度
計
画

進
捗
状
況
結
果

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
長
野
米
営
業
力
強
化

⑴
直
接
営
業
に
よ
る
販
売
比
率
90
%
達
成

①
実
需
者
へ
の
直
接
営
業
の
拡
大

②
重
点
実
需
者
へ
の
複
数
年
契
約
推
進

①
92
％

3
年
産　
92
％

（
実
需
者
が
明
確

な
契
約
比
率
）

３
年
産
米
の
最
終
契
約
推
進
。

②
3
年
産

　
３
5
，０
０
０
ｔ
3
年
産

３
1
，2
８
7
ｔ

４
年
産
米
事
前
契
約
推
進
お
よ
び
複
数
年
契
約

提
案
。

２
．
生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
に
向
け
た
販
売
力
の
強
化

⑴�

重
点
実
需
者
へ
の
総
合
品
目
供
給
に

向
け
た
目
標
設
定
と
推
進

契
約
取
引
目
標

果
実
：
25
％

契
約
取
引

23
％

お
中
元
お
歳
暮
ギ
フ
ト
、
輸
出
と
も
に
堅
調
に
推

移
。
実
需
者
商
談
を
強
化
し
、
産
地
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
企
画
提
案
を
行
う
。

野
菜
：
37
％

37
％

業
務
加
工
向
け
の
取
引
量
減
少
や
レ
タ
ス
類
の

多
雨
等
に
よ
る
大
き
な
欠
品
が
発
生
。

契
約
数
量
の
精
査
と
欠
品
時
の
付
帯
条
件
、
取

引
条
件
の
整
備
と
品
質
改
善
の
励
行
。

花
き
：
15
％

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ

ア
13
％

商
談
会
の
定
期
的
な
実
施
に
よ
る
予
約
相
対
取

引
の
拡
大
。

き
の
こ
：
80
％

え
の
き
た
け
84
％
、

ぶ
な
し
め
じ
80
％
、

な
め
こ
81
％

き
の
こ
重
点
取
引
先
へ
の
継
続
推
進
。
契
約
的

取
引
の
履
行
促
進
策（
特
注
→
予
約
→
固
定
）。

⑵�

商
品
開
発
力
・
提
案
力
の
強
化
に
よ

る
販
売
拡
大

①�

加
工
向
け
果
実
の
集
荷
拡
大(

専
用
栽

培
含)

②
業
務
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
拡
大

③
量
販
向
け
コ
ギ
ク
栽
培

①
２
5
０
ｔ

リ
ン
ゴ
１
１
１
ｔ

ブ
ド
ウ
91
ｔ

リ
ン
ゴ
は
カ
ッ
ト
リ
ン
ゴ
／
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

向
け
、
ブ
ド
ウ
は
新
規
品
目
を
追
加
提
案
し
業

務
用
の
集
荷
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
。
引
き
続
き

経
営
安
定
の
一
手
法
と
し
て
、
取
り
組
み
を
す

す
め
る
。

②
6
，
9
０
０
ｔ

7
，
８
０
０
ｔ

品
質
低
下
の
指
摘
が
多
い
た
め
、
栽
培
体
系
や

品
種
選
定
の
見
直
し
を
行
い
、
品
質
確
保
と
契

約
遵
守
に
努
め
る
。

③
２
5
０
万
本

１
９
６
万
本

新
規
生
産
者
の
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
。
今
後
、
生

産
者
台
帳
の
整
備
、
出
荷
計
画
の
精
度
向
上
を

は
か
る
。

３
．
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
に
基
づ
く
生
産
販
売
提
案
の
取
り
組
み
強
化

⑴�

実
需
者
や
卸
売
会
社
と
の
情
報
連
携

に
よ
る
新
規
品
目
や
生
産
拡
大
の
取

り
組
み
実
施

①
果
実
：
新
品
種(

シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
他)

②
野
菜
：
業
務
キ
ュ
ウ
リ
拡
大
他

③
花
き
：
業
務
用
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
他

④�

き
の
こ
：
商
品
企
画
提
案
、
業
務
・

加
工
需
要
供
給
ル
ー
ト
開
発
の
実
施

⑤�

営
業
課
：
新
規
品
目
・
商
品
企
画
提
案
、

供
給
ル
ー
ト
開
発
の
実
施

①
果
実
2
件

2
件

ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
出
荷
開
始
。
初
年
度
実
績

42
ｔ
。
ス
イ
ー
ツ
・
外
食
業
態
、
メ
デ
ィ
ア
で
の

露
出
を
効
果
的
に
実
施
。
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
チ
ュ
ー

ハ
イ
用
原
料
集
荷
34
ｔ
。

②
野
菜
2
件

2
件

業
務
用
キ
ュ
ウ
リ
は
数
量
前
年
比
96
％
、
水
菜

･

壬
生
菜
１
２
１
％
。
拡
大
推
進
に
取
り
組
む
。

③�

花
き 

県
内
実
需

者
取
引
拡
大

県
内
実
需
者
で
の

フ
ェ
ア
実
施

県
内
実
需
者
と
の
商
談
・
打
合
せ
を
継
続
的
に
実

施
し
取
引
拡
大
を
は
か
る
。

④
き
の
こ
4
件

5
件

ま
い
た
け
贈
答
用
ア
イ
テ
ム
を
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
限
定

商
品
と
し
て
1
月
に
発
売
。
実
需
者
・
加
工
メ
ー

カ
ー
等
と
連
携
し
商
品
開
発
を
継
続
す
る
。

⑤
営
業
課
5
件

31
件（
供
給
拡
大

12
件
、
新
規
16
件
、

切
替
3
件
）

取
引
先
お
よ
び
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
、
営
業
推
進
強

化
に
よ
り
拡
大
を
は
か
っ
た
。
新
規
取
引
の
開
拓
、

既
存
取
引
先
へ
の
新
規
品
目
、
企
画
提
案
を
継

続
し
て
行
う
。

４
．
集
出
荷
機
能
の
強
化
と
広
域
的
利
用
体
制
の
確
立

⑴�

Ｊ
Ａ
と
の
連
携
・
共
同
に
よ
る
広
域

集
出
荷
拠
点
の
整
備
と
バ
ラ
集
荷
・

買
取
集
荷
の
実
施

果
実
：
モ
デ
ル
構
築

新
規
1
件

3
件

高
密
植
リ
ン
ゴ
栽
培
専
用
取
引
開
始
。
取
り
組

み
生
産
者
2
名
で
ぐ
ん
ま
名
月
６
６
ｃ
ｔ
、
サ

ン
ふ
じ
２
５
２
ｃ
ｔ
の
実
績
。
今
年
度
、集
荷・

荷
造
り
・
販
売
手
法
を
さ
ら
に
精
査
し
、
数
量

拡
大
を
は
か
る
。

野
菜
：
事
業
方
式

再
検
討

ピ
ー
マ
ン
バ
ラ
販
売

約
２
，５
０
０
ケ
ー
ス

実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
大
玉
化
品
種
試
験

の
導
入
後
、出
荷
規
格
の
見
直
し
と
出
荷
段
ボ
ー

ル
の
変
更
を
す
す
め
る
。

５
．
広
域
的
な
視
点
か
ら
の
集
出
荷
・
輸
送
・
荷
降
の
効
率
化

⑴�

遠
隔
地
輸
送
に
お
け
る
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
検
討

九
州
向
け
輸
送
部

分
導
入
支
援

輸
送
モ
デ
ル
の
導

入
提
案

Ｊ
Ａ
・
輸
送
協
力
会
へ
継
続
し
て
導
入
提
案
を

行
う
。

き
の
こ
：
Ｊ
Ｒ
コ
ン

テ
ナ
継
続
利
用

継
続
利
用
に
よ
る

輸
送
コ
ス
ト
低
減

達
成

Ｊ
Ｒ
コ
ン
テ
ナ
継
続
利
用
と
中
国
地
区
へ
の
Ｊ

Ｒ
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
企
画
発
信
。

６
．
輸
送
効
率
化
の
た
め
の
パ
レ
ッ
ト
輸
送
、
出
荷
資
材
統
一
の
取
り
組
み

⑴�

パ
レ
ッ
ト
輸
送
試
験
の
実
施
に
よ
る

効
果
検
証

き
の
こ
：
貸
与
型

パ
レ
ッ
ト
に
よ
る

集
出
荷
対
策
構
築

県
内
卸
売
市
場
と

の
連
携
協
議

貸
与
型
パ
レ
ッ
ト
で
の
集
荷
は
未
達
。
実
需
者

販
売
、
県
内
市
場
連
携
販
売
の
構
築
実
施
。

【
生
産
購
買
部
】

実
行
具
体
策

3
年
度
計
画

進
捗
状
況
結
果

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
段
ボ
ー
ル
規
格
集
約
に
よ
る
価
格
値
下
げ

⑴�

類
似
規
格
の
集
約
化
、
材
質
・
才
数

の
変
更
提
案

3
品
目

8
品
目

り
ん
ご
贈
答
用
段
ボ
ー
ル
、
花
、
梨
等
で
他
産

地
規
格
へ
の
変
更
。

ぶ
ど
う
等
で
集
約
検
討
を
す
す
め
る
。

２
．
段
ボ
ー
ル
適
正
包
装
の
提
案
推
進

⑴�

シ
ョ
ー
ト
フ
ラ
ッ
プ
化
の
品
目
拡
大
、

撥
水
原
紙
の
見
直
し
に
よ
る
過
剰
包
装

の
見
直
し

13
規
格

18
規
格

コ
ー
ン
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
で
シ
ョ
ー
ト
フ

ラ
ッ
プ
化
、
り
ん
ご
・
青
ネ
ギ
・
ナ
ガ
イ
モ
等

で
撥
水
原
紙
か
ら
の
切
り
替
え
実
施
。

き
ゅ
う
り
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
等
の
切
り
替
え
検

討
を
す
す
め
る
。

３
．
低
コ
ス
ト
・
省
力
資
材
の
開
発
、
実
証
、
普
及

⑴�

よ
り
安
価
な
Ｂ
Ｂ
原
料
へ
の
切
り
替

え
拡
大  

3
銘
柄

2
銘
柄

菜
種
粕
か
ら
価
格
変
動
が
安
定
し
て
い
る
ひ
ま
し

油
粕
、
Ｂ
５
２
１
へ
の
切
り
替
え
を
す
す
め
た
が

未
達
。
次
年
度
2
銘
柄
切
り
替
え
を
予
定
し
て
い
る
。

⑵�

農
薬
担
い
手
直
送
規
格
の
普
及
面
積
拡
大 

3
，
5
０
０
ha

4
，
4
５
１
ha

新
規
除
草
剤
の
拡
大
に
よ
り
計
画
達
成
。

４
．
担
い
手
へ
の
提
案
型
推
進
の
強
化

⑴�

担
い
手
へ
の
「
わ
た
し
の
肥
料
」
提

案
推
進

4
，
4
３
０
ｔ

4
，
８
6
１
ｔ

畑
作
中
心
に
拡
大
し
計
画
達
成
。

⑵
農
家
直
行
配
送
の
拡
大
推
進

①
Ｂ
Ｂ
肥
料
工
場
・
農
家
間
直
行
配
送

②
農
薬
県
域
物
流
基
地
・
農
家
間
直
行
配
送

①
2
，
６
０
０
ｔ

②
２
２
０
戸

①
3
，
0
１
9
ｔ

②
2
９
2
戸

①
Ｂ
Ｂ
肥
料
で
利
用
が
拡
大
し
計
画
達
成
。

②
水
稲
、
果
樹
で
大
幅
に
増
加
し
た
。

５
．
低
価
格
モ
デ
ル
農
機
の
共
同
購
入

⑴�

第
2
弾
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー

　
Ｓ
Ｌ
33
Ｌ（
33
馬
力
）の
供
給
拡
大

成
約
累
計
75
台

成
約
累
計
54
台

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
推
進
機
会
の
減
少
に
よ
り
計

画
未
達
。

各
種
媒
体
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
強
化
を
す
す
め
る
。

6
．
重
点
購
買
に
よ
る
農
機
県
域
推
奨
型
式
の
機
種
拡
大

⑴�

県
域
推
奨
機
種
の
型
式
追
加
設
定

累
計
8
型
式

累
計
９
型
式

乗
用
モ
ア
２
型
式
を
追
加
設
定
。

メ
ー
カ
ー
生
産
都
合
に
よ
り
５
月
よ
り
取
扱
開
始
。

７
．
中
古
農
機
の
流
通
促
進

⑴�

中
古
機
農
機
情
報
サ
イ
ト
に
よ
る
流

通
促
進

成
約
30
台

成
約
19
台

玉
不
足
に
よ
る
掲
載
台
数
の
低
迷
。

県
本
部
買
取
を
拡
大
し
、
玉
確
保
を
す
す
め
る
。

⑵�「
不
用
農
機
査
定
買
取
」
取
組
Ｊ
Ａ
の

拡
大

５
Ｊ
Ａ
実
施

3
Ｊ
Ａ
実
施

優
良
中
古
機
の
確
保
に
繋
が
ら
ず
、
取
り
組
み

Ｊ
Ａ
の
拡
大
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
。

Ｊ
Ａ
収
益
確
保
に
向
け
た
課
題
整
理
が
必
要
。

Ⅱ
．
各
事
業
別　
令
和
４
年
３
月
末
進
捗
状
況
結
果
お
よ
び
次
期
事
業
計
画
へ
の
す
す
め
方

【
生
産
振
興
部
】

実
行
具
体
策

３
年
度
計
画

進
捗
状
況
結
果

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
起
点
と
し
た
生
産
振
興
の
推
進

⑴�

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
品
目
提
案

①�

品
目
の
選
定
と
生
産
安
定
技
術
の
推
進

②�

多
収
性
と
労
働
生
産
性
向
上
が
望
め

る
生
産
技
術
の
普
及
推
進

③�

業
務
加
工
需
要
に
対
応
す
る
産
地
の
拡
大

①�

実
証
圃
を
活
用

し
た
産
地
推
進

②
普
及

③
拡
大

①�

実
証
圃
実
績
に
基
づ

く
栽
培
技
術
を
発
信

②
講
習
会
開
催

③�

産
地
と
実
需
者
と

の
調
整

①�

ピ
ー
マ
ン
実
証
圃
の
結
果
に
よ
る
簡
易
ハ

ウ
ス
モ
デ
ル
の
検
討
を
行
う
。

②�

リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化
栽
培
の
推
進
を
継

続
。

③
業
務
向
け
キ
ャ
ベ
ツ
の
品
種
試
験
の
継
続
。
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米
穀
課

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
が
製
造
を
全
面
的
に
支

援
し
た
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
専
用
肥
料
「
望

ち
ゃ
ん
」
が
、
４
月
29
日
（
金
・
祝
）
に

発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
堆
肥
を
原
料
と
し
た
指
定

混
合
肥
料
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
肥
料

は
、
日
本
で
初
め
て
〝
地
元
産
〞
の
堆
肥

（
佐
久
市
望
月
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の「
も

ち
づ
き
有
機
」（
完
熟
た
い
肥
））
を
原
料

に
使
用
し
た
商
品
で
す
。

　

地
域
で
の
堆
肥
利
用
は
あ
る
程
度
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
農
地
の
宅
地
化
に
よ
る

異
臭
問
題
や
散
布
す
る
手
間
（
専
用
農
機

や
散
布
量
の
多
さ
）
が
障
害
と
な
り
、
こ

の
先
も
堆
肥
を
利
用
し
続
け
る
の
は
困
難

な
情
勢
に
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
２
０
２
0

年
12
月
に
肥
料
法
が
改
正
さ
れ
、
２
０

２
１
年
５
月
に
農
林
水
産
省
で
食
料
・
農

林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両

立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
同
年
６
月
に

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
と
全
農
長
野
と
の
間
で

「
地
元
産
の
堆
肥
を
活
用
し
た
肥
料
を
作

れ
な
い
か
」
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
、

２
０
２
２
年
４
月
の
発
売
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。
全
農
長
野
は
実
現
に
向
け
て
先

進
事
例
の
調
査
や
視
察
調
整
な
ど
、
全
面

的
に
Ｊ
Ａ
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

発
売
日
に
は
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店
で

Ｊ
Ａ
の
髙
栁
利
道
副
組
合
長
が
店
頭
に
立

ち
、
来
店
者
に
「
望
ち
ゃ
ん
」
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
髙
栁
副
組
合
長
は
「
販
売
価
格

の
向
上
と
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
り
所
得
の

増
大
に
取
り
組
む
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

　

化
学
肥
料
価
格
高
騰
の
中
、
地
域
資
源

を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
肥
料
コ
ス
ト

の
低
減
や
土
壌
の
物
理
性
改
善
に
よ
る
農

産
物
の
品
質
向
上
、
堆
肥
流
通
の
改
善
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
全
農
長
野
は
こ

の
よ
う
な
取
組
み
を
と
お
し
て
今
後
も
生

産
者
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
県
内
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
強
化
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
長
野

県
産
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
を
（
公
財
）
長
野

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
寄
贈
し

た
県
産
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
3
ト
ン
、「
信
州
ま

る
ご
と
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
（
１
６
０
ｇ
）」

３
０
０
０
本
、「
w
o
w
!!
あ
ま
辛
テ
リ
ヤ
キ

味
な
め
茸
（
1
3
5
ｇ
）
他
」
１
５
０
０
個
は
、

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
と
お
し
て
、
全
国
大
会
を

は
じ
め
各
種
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
県
内
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

4
月
25
日
㈪
の
寄
贈
式
で
、
全
農
長
野
の
岡

村
達
雄
副
本
部
長
は
「
選
手
た
ち
に
は
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
大
き
な
成
果
を
実
ら
せ
て
ほ
し
い
。

お
互
い
に
長
野
県
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
目
録
を
手
渡
す
と
、
茅
野
繁
巳
専
務
理

事
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、
ま

だ
ま
だ
先
が
見
通
せ
な
い
中
で
は
あ
る
が
、
県

内
ス
ポ
ー
ツ
の
強
化
に
努
め
ら
れ
る
様
、
有
効

活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
１
９
９
９
年

度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
24
回
目
と
な
り
ま
し

た
。 県

ス
ポ
ー
ツ
協
会
に

長
野
米
な
ど
を
寄
贈

「望ちゃん」パッケージ

ＪＡ職員の手書きＰＯＰを持つ東信事業所営農資材課の三澤次長（左）と
ＪＡ佐久浅間の髙栁副組合長（右）

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
専
用
肥
料「
望
ち
ゃ
ん
」発
売

〜
製
造
を
全
面
的
に
支
援
〜

【
畜
産
酪
農
部
】

実
行
具
体
策

3
年
度
計
画

進
捗
状
況
結
果

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
確
保

⑴
生
乳
出
荷
量
、
酪
農
家
戸
数
の
維
持

確
保

8
４
，
５
０
０
ｔ

（
２
５
５
戸
）

８
６
，
9
７
8
ｔ

（
２
4
７
戸
）

大
型
農
家
の
規
模
拡
大
に
よ
り
生
乳
出
荷
量
は

計
画
達
成
し
た
が
農
家
戸
数
は
減
少
。
県
本
部

対
策
事
業
等
の
活
用
に
よ
る
基
盤
維
持
・
強
化

を
実
施
す
る
。

⑵
性
判
別
精
液
普
及

２
，
０
０
０
本

1
，
4
０
０
本

初
妊
牛
の
相
場
安
に
よ
る
利
用
農
家
の
減
少
に

よ
り
計
画
△
６
０
０
本
、
計
画
的
後
継
牛
生
産

に
つ
い
て
の
情
報
発
信
お
よ
び
推
進
を
行
う
。

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

⑴
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
生
産
販
売

２
，
3
０
０
頭

2
，
2
９
８
頭

計
画
を
や
や
下
回
っ
た
。
有
利
販
売
実
践
に
よ

り
頭
数
確
保
を
は
か
り
、
定
期
的
な
素
牛
導
入

推
進
を
実
施
す
る
。

⑵
銘
柄
豚
の
特
色
あ
る
販
売
方
式
の
拡

大

10
銘
柄
継
続

10
銘
柄
継
続

取
引
先
と
の
連
携
強
化
を
は
か
り
、
次
年
度
取

引
に
向
け
た
協
議
を
す
す
め
る
。

3
．
県
本
部
生
産
農
場
の
機
能
発
揮

⑴
素
子
豚
供
給
頭
数(

Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繁
殖
セ

ン
タ
ー)

２
２
，
５
０
０
頭

２
２
，
２
９
２
頭
肥
育
農
場
数
減
少
に
よ
り
前
年
△
７
１
５
頭
。
要

員
と
育
成
母
豚
確
保
に
よ
る
頭
数
確
保
を
は
か
る
。

⑵
預
託
牛
事
業
拡
大
に
よ
る
農
家
経
営

支
援(

三
岳
牧
場)

4
１
０
頭

３
2
１
頭

ホ
ル
ス
預
託
前
年
△
35
頭
。
大
口
酪
農
家
の
預
託

牛
減
少
に
よ
る
。
関
係
Ｊ
Ａ
専
門
酪
と
連
携
し
、

預
託
条
件
の
変
更（
若
齢
牛
）
を
行
う
。

⑶
生
乳
出
荷
量
の
確
保(

八
ヶ
岳
牧
場)

1
，
８
6
０
ｔ

1
，
6
１
２
ｔ

初
妊
牛
乳
量
の
減
少
に
よ
り
計
画
未
達
。
防
寒

防
風
対
策
を
徹
底
し
、
初
妊
牛
の
分
娩
時
体
重

の
増
加
を
は
か
る
。

【
生
活
部
】

実
行
具
体
策

3
年
度
計
画

進
捗
状
況
結
果

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
農
業
生
産
用
燃
料
支
援
対
策
の
実
施��

⑴
軽
油
・
灯
油
・
重
油
の
配
達
供
給

１
6
，
５
0
０
㎘

１
5
，
４
４
２
㎘

Ｊ
Ａ
・
県
本
部
一
体
と
な
っ
た
担
い
手
農
家
支

援
と
し
て
、
軽
油
支
援
対
策
を
4
～
11
月
、
灯

油
・
重
油
支
援
対
策
を
10
～
3
月
に
実
施
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
高
値
の
影
響
に
よ
り
計
画
未

達
と
な
っ
た
。
支
援
対
策
は
軽
油
、
灯
油
、
重

油
と
も
に
5
月
ま
で
延
長
し
実
施
す
る
。

２
．
Ｊ
Ａ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
小
売
事
業
強
化

⑴
新
規
顧
客
獲
得
に
よ
る
供
給
戸
数
確

保

1
１
7
，
5
０
０

戸

1
１
６
，
5
９
１

戸

新
規
顧
客
獲
得
や
ガ
ス
器
具
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

に
よ
り
顧
客
囲
い
込
み
を
は
か
っ
た
が
、
競
合

他
社
の
切
替
等
に
よ
り
供
給
戸
数
は
減
少
し
た
。

他
社
切
替
防
衛
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
の
徹
底
等
に

よ
り
Ｊ
Ａ
営
業
体
制
の
強
化
を
す
す
め
る
。

３
．
電
力
小
売
推
進
体
制
の
強
化

⑴
組
合
員
向
け
の
電
力
供
給
開
始
に
向

け
た
取
り
組
み
促
進

低
電
圧
供
給

県
下

2
，
０
０
０
戸

低
電
圧
供
給

県
下

1
，
１
５
４
戸

Ｊ
Ａ
で
ん
き
取
扱
い
は
6
Ｊ
Ａ
に
拡
大
し
た
が
、

４
Ｊ
Ａ
が
内
部
職
員
推
進
の
み
実
施
と
な
っ
た
。

契
約
件
数
拡
大
に
向
け
組
合
員
推
進
に
取
り
組
む
。

４
．
Ｊ
Ａ
自
動
車
事
業
の
収
支
改
善

⑴
取
扱
台
数
の
拡
大

2
，
７
５
０
台

2
，
２
９
８
台

半
導
体
不
足
の
影
響
で
納
車
が
遅
延
し
取
扱
台

数
は
低
調
で
あ
っ
た
。
在
庫
保
有
す
る
買
取
購

買
車
を
主
軸
に
台
数
確
保
を
す
す
め
る
。

５
．
生
活
事
業
取
扱
強
化

⑴
推
進
体
制
強
化
に
よ
る
宅
配
お
ま
か

せ
会
員
を
主
と
し
た
戸
数
の
維
持

お
ま
か
せ
会
員

6
，
5
０
０
戸

新
規
会
員

1
，
０
０
０
戸

お
ま
か
せ
会
員

5
，
１
２
７
戸

新
規
会
員

4
３
4
戸

Ｊ
Ａ
広
報
誌
や
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
で
の
Ｐ
Ｒ
掲
載
お

よ
び
新
た
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
と
推
進
資
材
を

活
用
し
た
新
規
獲
得
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
Ｔ
Ｖ
Ｃ

Ｍ
の
放
映
に
あ
わ
せ
た
推
進
強
化
を
は
か
る
。

⑵
虹
の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
セ
レ
モ
ニ
ー

施
行
件
数
と
シ
ェ
ア
の
確
保

8
，
７
０
０
件

（
シ
ェ
ア
34
％
）

8
，
５
１
７
件

（
シ
ェ
ア
32
％
）

※
３

︲

２
月

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
小
規
模
葬
化
対
策
と
し
て
、
小

規
模
葬
プ
ラ
ン
の
拡
充
と
ネ
ッ
ト
広
告
の
充
実
に

よ
り
施
行
件
数
の
確
保
に
努
め
た
。
今
後
も
虹
の

ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
強
化
を
し
て
い
く
。

⑶
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
家
庭
薬

新
規
戸
数
拡
大

１
０
０
戸

92
戸

新
規
配
置
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
や
Ｊ
Ａ

広
報
誌
へ
の
掲
載
な
ど
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
に
よ
る

事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
事
業
譲
渡
に
む
け

基
盤
確
保
の
活
動
を
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
「
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
」
の
取
り
組
み
状
況

⑴
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
第
29
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
及
び
令
和
3
年
10
月
全
中
理
事
会
に
お
い
て
、
全
Ｊ
Ａ
で
自

己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
旨
を
決
定
し
ま
し
た
。
本
県
に
お
い
て
は
、
第
72
回
Ｊ
Ａ
長
野
県
大

会（
令
和
3
年
11
月
）
で
決
議
し
た
「
Ｊ
Ａ
長
野
県
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
２

－

２
０
２
4

3
カ
年
計

画
重
点
事
項
」に
同
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

⑵
各
Ｊ
Ａ
は
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
初
年
度
と
し
て
、
令
和
４
年
度
は
、
組
合
員
と
の
対
話
を
ふ
ま
え

て
必
要
な
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
自
己
改
革
工
程
表
等
の
総(

代)

会
決
定
を
確
実
に
行
う
と
と
も
に
、
そ
の

着
実
な
実
践
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶
県
域
は
、中
央
会
が
中
心
と
な
っ
て
Ｊ
Ａ
支
援
に
か
か
る
県
連
協
議
の
場
を
設
け
、Ｊ
Ａ
に
お
け
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
・
対
策
の
検
討
・
実
施
状
況
等
を
確
認
、
共
有
化
し
つ
つ
、
必
要
な
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。

※
表
紙
左
上
の
写
真
＝
茅
野
専
務
理
事
（
左
）
に
目
録
を
手
渡
す

岡
村
副
本
部
長
（
右
）

6
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
北
信
事
業
所
管
内
の
Ｊ
Ａ
な

が
の
か
ら
4
月
24
日
㈰
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

が
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
か
ら
4
月
27
日
㈬
に
ナ
ガ
ノ

パ
ー
プ
ル
や
種
な
し
巨
峰
が
初
出
荷
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
内
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
須
坂
共
選
所
に

は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
1
0
5
㎏
が
運
び
込

ま
れ
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の
市
場
へ
の
出
荷
準

備
が
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

初
出
荷
は
昨
年
に
比
べ
て
1
日
早
く
、
味
・
品

質
と
も
上
々
の
仕
上
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
ハ

ウ
ス
物
で
は
7
月
上
旬
か
ら
8
月
中
旬
頃
に
出

荷
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
た
、
5
月
8
日
㈰
か
ら
Ｊ
Ａ
な
が
の
の
ク

イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
が
初
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。

7
月
に
は
他
の
産
地
か
ら
も
出
荷
が
始
ま
る
予

定
で
す
。
今
年
は
昨
年
よ
り
も
数
量
が
増
加
と

な
る
見
込
み
で
、
ぶ
ど
う
三
姉
妹
と
し
て
2
年

目
と
な
る
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
更
な
る
販
売
拡
大

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

令和3年度 ＪＡ長野県ビル 県産花き展示品目
3月29日～ 4月5日 アルストロメリア
4月5日～ 4月12日 ダリア
4月12日～ 4月19日 デルフィニウム、バイモユリ
4月19日～ 4月26日 ライラック（ピンク、白、紫　等）、ブルーパフューム
4月26日～ 5月6日 アルストロメリア（フロリンカ）
5月6日～ 5月14日 シャクヤク（白、ピンク、赤、濃ピンクなど）
5月17日～ 5月24日 ストック
5月24日～ 5月31日 シャクヤク（白、ピンク、赤、濃ピンクなど）
5月31日～ 6月7日 ギガンチューム、エレムルス
6月7日～ 6月14日 カラー、ブプレウルム、デルフィニウム
6月14日～ 6月21日 ブルースター、スモークツリー、房すぐり
6月21日～ 6月28日 カーネーション（ＳＰ３、ＳＴＤ３）
6月28日～ 7月5日 アジサイ、ホワイトレース、スカビオサ
7月5日～ 7月12日 ルリタマアザミ、クラスペディア、アブラドウダン
7月12日～ 7月19日 スターチス、ハイブリッドスターチス
7月19日～ 7月26日 スターチス
7月26日～ 8月2日 アルストロメリア、新鉄砲ユリ
8月2日～ 8月9日 グラジオラス、ヒマワリ
8月9日～ 8月16日 コギク、ＳＰキク、輪ギク
8月16日～ 8月23日 トルコギキョウ
8月23日～ 8月30日 ケイトウ、ヒペリカム
8月30日～ 9月6日 リンドウ、シュウメイギク
9月6日～ 9月13日 輪キク
9月13日～ 9月20日 クジャクソウ、オキシペタルム、パイナップルリリー
9月20日～ 9月27日 コスモス、ソリダコ、利休草
9月27日～ 10月4日 フジバカマ、オミナエシ、タカノハススキ、スプレーギク
10月4日～10月11日 カーネーション
10月11日～10月18日 コニカル類、トウガラシ類、ハナナス
10月18日～10月25日 トルコギキョウ
10月25日～ 11月1日 フォックスフェイス、オモチャカボチャ、ロシアンオリーブ
11月1日～ 11月8日 シンフォリカルポス、ユーカリ、実バラ
11月8日～11月15日 クレマチス
11月22日～11月29日 ストック
11月29日～ 12月6日 ダリア
12月6日～12月13日 ユーフォルビア・フルゲンス
12月13日～12月20日 サンゴミズキ、黄金ミズキ、オトメリンゴ
12月20日～12月27日 アルストロメリア
12月27日～ 1月5日 南天、ボケ、ハボタン
1月5日～ 1月10日 アネモネ、花木類
1月10日～ 1月17日 ダリア
1月17日～ 1月24日 キンギョソウ
1月24日～ 1月31日 アルストロメリア（フロリンカ）
1月31日～ 2月7日 ダリア
2月7日～ 2月14日 アルストロメリア
2月14日～ 2月21日 デルフィニウム、クリスマスローズ、ユーフォルビア
2月21日～ 2月28日 アルストロメリア
2月28日～ 3月7日 アルストロメリア
3月7日～ 3月14日 クリスマスローズ、アネモネ
3月14日～ 3月21日 サクラ
3月21日～ 3月28日 アルストロメリア ヒマワリ、グラジオラス

キク、コギク

ダリア

北
信
事
業
所
生
産
販
売
課

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
果
実
花
き
課
で
は
、
令

和
３
年
度
の
１
年
間
、
長
野
県
産
花
き
の

認
知
度
向
上
と
消
費
喚
起
を
め
ざ
し
、
Ｊ

Ａ
長
野
中
央
会
と
協
力
し
て
Ｊ
Ａ
長
野
県

ビ
ル
１
階
ロ
ビ
ー
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
果
実
花
き
課
で
生
産
振
興
を
進

め
て
い
る
４
大
品
目
に
は
ア
ル
ス
ト
ロ
メ

リ
ア
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
キ
ク
類
（
量

販
コ
ギ
ク
含
む
）、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。
地
域
重
点
品
目
と
し
て
は
、

各
事
業
所
・
Ｊ
Ａ
で
振
興
し
て
い
る
ダ
リ

ア
や
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
ス
ト
ッ
ク
、
ソ
リ
ダ

ゴ
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
コ
ス

モ
ス
、
花
木
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
県
内
で
は
多
種
多
様
な
花
き

類
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
年
間
60
種
類
以

上
の
品
目
を
週
ご
と
に
入
れ
替
え
て
展
示

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

花
き
の
需
要
低
迷
の
影
響
を
受
け
て
開
始

し
た
、「
県
内
産
花
き
一
人
一
束
購
入
運

動
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
の
花
き
展
示
に
は
、
グ

ル
ー
プ
内
で
の
こ
う
し
た
活
動
を
後
押
し

す
る
目
的
も
含
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
を
と
お
し
て
、
ビ
ル
へ
の
来
訪
者

に
花
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
ほ
か
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
職
員
が
自
ら
県
内
の
花
を
購
入

し
よ
う
と
思
う
き
っ
か
け
を
作
り
、
家
庭

需
要
に
波
及
さ
せ
て
い
く
た
め
、
令
和
４

年
度
も
県
内
産
花
き
の
消
費
拡
大
に
つ
な

が
る
展
示
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

J
A
長
野
県
ビ
ル
の
県
産
花
き
展
示

〜
1
年
間
を
振
り
返
り
〜

カーネーション

スターチス

トルコギキョウ

アルストロメリア

シャクヤク

北
信
事
業
所
管
内
で

ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ

初
出
荷北

信
事
業
所
生
産
販
売
課

シャインマスカット クイーンルージュ®
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JA全農長野
【公式】グリーンレーダー ＠ja_greenradar

グリーンレーダーの
ツイッターを始めました

　

６
月
に
入
る
と
本
格
的
な
梅
雨
の
季
節
と

な
り
、
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
日
々
は
気
持
ち
も

落
ち
込
み
ま
す
。
ま
た
近
年
は
自
身
の
健
康

管
理
不
足
に
よ
り
体
重
も
増
え
、
梅
雨
の
よ

う
な
湿
気
に
耐
え
ら
れ
な
い
体
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

健
康
と
い
え
ば
最
近
、
左
腰
上
部
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
激
痛
が
走
り
ま
し
た
。
す

ぐ
に
治
る
だ
ろ
う
、
気
の
せ
い
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
表
現
し
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
痛
み
が
続
き
、
す
ぐ
病
院
に

向
か
い
ま
し
た
。
結
果
は
「
尿
管
結
石
」
と

の
こ
と
。
4
㎜
の
石
が
暴
れ
だ
し
た
よ
う
で

す
。
先
生
か
ら
は
「
後
も
う
一
歩
な
の
で
、

こ
の
ま
ま
様
子
見
で
」
と
言
わ
れ
、
不
安
な

毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
数
日
後
、
痛
み

も
と
れ
完
治
し
ま
し
た
。
今
後
は
毎
日
2
ℓ

の
水
を
飲
む
こ
と
を
日
課
と
し
て
、
健
康
管

理
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
は
、
感
染
者
数
が
一
進
一
退
を
続
け
て

お
り
、
ま
だ
ま
だ
我
慢
の
日
々
は
続
い
て
お

り
ま
す
。
経
済
活
動
を
進
め
な
が
ら
地
道
な

感
染
対
策
を
続
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ

イ
ル
ス
が
変
異
し
て
も
感
染
の
経
路
は
同
じ

で
す
。
引
き
続
き
飛
沫
を
浴
び
な
い
、
飛
ば

さ
な
い
、
換
気
の
悪
い
場
所
を
避
け
、
マ
ス

ク
着
用
、
手
洗
い
の
実
施
な
ど
基
本
の
徹
底

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
T
）

令和4年度4月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 17 - -

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 35 84 82 

生 産 振 興 部 計 52 127 123 

米 穀 956 86 73 

果 実 花 き 220 90 77 

野 菜 き の こ 1,456 67 77 

営 業 289 77 87 

生 産 販 売 部 計 2,922 75 76 

包 装 資 材 402 91 97 

生 産 資 材 1,602 105 100 

農 業 機 械 609 111 73 

施 設 住 宅 199 200 28 

生 産 購 買 部 計 2,811 108 79 

畜 産 酪 農 2,451 106 93 

三 岳 牧 場 23 113 122 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 27 106 107 

八 ヶ 岳 牧 場 16 88 91 

畜 産 酪 農 部 計 2,516 106 93 

燃料・ホームエネルギー 2,282 103 101 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 688 114 115 

生 活 713 104 94 

生 活 部 計 3,684 105 102 

長 野 県 本 部 計 11,985 96 87 
（内部販売高含む）

6月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

6/22（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

農業機械課

編
集
後
記

レタスと豚肉の塩昆布蒸し

■作り方
① レタスは手でちぎる。豚肉は食べやすい大きさに切り、塩コ
ショウで下味をつける。
② 耐熱ボウルにレタス、塩昆布、豚肉、レタス、塩昆布、豚
肉の順番に重ねる。

③ ②に酒を回しかけ、ふんわりとラップをかけたら、600W
のレンジで 5分加熱する。

④ ③にごま油、白いりごまを混ぜ合わせたら、器に盛る。

・レタス　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1/2玉
・豚バラ薄切り肉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200g
・塩昆布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10g
・ごま油 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ１
・白いりごま ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
・塩コショウ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
・酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ２

■材料（2人分）

レタスは包丁で切るのではなく手でちぎることで
味が絡みやすくなります。

新採用職員紹介
令和4年度の新採用職員を順次ご紹介します

管理部 総務広報課　　深田麻衣

　はじめまして、総務広報課の深田麻衣と申します。生まれ育っ
た神奈川県を離れ、4月より晴れて長野県民になりました。広々
とした空、新鮮な空気、緑深い山々、どれも新鮮な情景ばか
りで、毎日幸せを感じております。最近は、80年代の音楽を
聞きながら、長野県内のいろいろな場所を散策しています。
　仕事も長野県生活も初心者ではありますが、この気持ちを
忘れず、長野県と長野県産農畜産物の魅力をたくさん見つ
け伝えていけるよう、人一倍努力してまいります。よろしくお願
いいたします。

御嶽海関のように立派に活躍できるよう、
がんばります！

管理部 経理課　　村山弘祐

　はじめまして。管理部経理課の村山弘祐です。
　出身は松本市で、祖父母が果樹園を経営しているため幼
少期から農業に親しみがありました。
　趣味はスポーツ観戦(野球とサッカー)、散歩、服を買うこ
とです。大学では数字に触れる機会がなかなかなかったので
不安のほうが大きいですが、先輩方に積極的に質問して吸収
し、一日でも早く皆様のお力になれるよう精一杯頑張ります。
　よろしくお願いいたします。

数字に慣れるよう頑張ります！

　はじめまして。生産振興課の清水美穂と申します。出身は長
野市で、祖父母がりんご農家を営んでおります。長野県産のり
んごをはじめとする、果物や野菜をたくさん食べて育ちました。
　趣味は昨年習い始めたピアノです。中学高校と吹奏楽をやっ
ていたこともあり、音楽が大好きです。まだまだ初心者ですが、
徐 に々弾けるようになるのが楽しいです。
　農業についての知識が乏しいため、勉強の日 で々すが、一
日でも早くJAや農家の方 の々お力になれるよう頑張ってまいりま
す。ご指導のほど、よろしくお願いいたします。

初めてトラクターに乗りました！生産振興部 生産振興課　　清水美穂

早×楽×健康
信州野菜の三ツ星レシピ

料理家 河瀬璃菜 監修
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JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com

グ
リ
ー
ン
レ
ー
ダ
ー
6
月
号
（
毎
月
発
行
）
　
2
0
2
2
年
5
月
20
日
発
行
　
第
5
1
7
号

発
行
／
J
A
全
農
長
野
　
長
野
市
大
字
南
長
野
北
石
堂
町
1
1
7
7
番
地
3
　
発
行
人
／
嶌
田
武
司
　
印
刷
／
P
O
印
刷
株
式
会
社
　
長
野
市
青
木
島
3
丁
目
3
番
地
3


